
大 野 正 博

＜判例研究＞

歯科医師の医科救命救急研修と医師法１７条
札幌高裁平成20年３月６日判決

(平成１５年（う）第179号，医師法違反被告事件）

判例集未搭載（LEX／ＤＢ文献番号28145248）

＜判例研究＞

【事実の概要】

被告人は，札幌市立札幌病院に勤務する医師であり，平成６年４月，

後記救命救急センターの前身である同病院救急医療部の医長となった

が，同部には実質的に被告人以上の地位の者がいなかったため，その頃

から同部の実質的な責任者となり，同部の責任者という立場で同病院長

の諮問機関であるレジデント教育委員会の委員にも就任していた。平成

9年４月の組織改編により，同病院救急医療部が救命救急センターに名

称変更され，被告人は同月１日から平成１１年３月３１日までの間同病

院救命救急センター副部長，同１１年４月１日から同センター部長とし

て同センターの業務全般を管理していたのであるが，歯科医師である

B，Ｃ，およびＤがいずれも医師の免許を取得していないことを知りな

がら，平成１０年８月から平成１１年３月までの間，同年８月から平成

１２年３月までの間，および同年８月から平成１３年３月までの間それ

ぞれＢら３名を，順次，医師の資格を持つ研修医と同様の研修を行わ

せることとして同センターに受け入れ，当直医．または担当医として配

置した。

Ｂ，および同センターの医師らと共謀の上，Ｂにおいては，平成１０
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